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激を受ける日々だった。これほど敬愛できる、影響を与えてくれる人物
と出会えたのは、私の人生にとっては幸運の一言につきる。以後、いろ
んな問題に直面したおり、私は「前嶋先生ならどう判断されるだろう
か」と、立ち止まってよく考えることがあった。私にとって前嶋先生は、
すべての面において座標軸だったのである。
　前嶋先生、本当にご苦労様でした。感謝。
絶対に
世界の頂点を目指そう
黒岩　彰（富士急行スケート部監督）
前嶋先生退職に寄せて
　平成23年度日本学生氷上競技選手権大会スピード部門、総合優勝お
めでとうございます。歴史と伝統のある専修大学スケート部をここまで
作りあげていただいた元監督、現部長である前嶋先生の定年退職に最高
の贈り物が出来たことと思います。
　思い起こせば32年前、私はこの専修大学に胸をときめかせ入学をし
た。とでも言えば前嶋先生の定年退職にもっと花を添える言葉になるで
あろうが、実は、私はこの入学にあまり乗り気ではなかった。それは当
時、絶対的強さを誇っていた明治大学に進学が決まっていたにも関わら
ずシーズン間近の9月その入学を断られていたからである。そんな状況
の中で専修大学に進学をするか、家業である実家の農業を継ぐか決心し
きれないままその時を迎えていたのである。
　しかし、入学してすぐ前嶋先生とスケート部の今後について徹底的に
話し合った記憶が残っている。専修大学のスケート部は旧体制とでもい
う体育会系独特の封建的な上下関係を排除し、世界で戦える日本のスポ
ーツ界の手本になるチームを目指す。そんな大学運動部の根本を変える
大革命を起こしたのである。話している中で前嶋先生は、「彰はスケー
トをどうのように考えている」と問いかけてきた。まだ心に迷いのあっ
た私は多少時間をかけて、スケートを真剣にするのであれば世界の頂点
を目指したい、と答えた記憶がある。
 「それじゃあ絶対に世界の頂点を目指そう」と言った前嶋先生のその目
は真剣そのものだった。もしかしたら専修大学で日本のスケート界を変
えられる、自分はこの専修大学でスケートを続けられるかも、そう思っ
た瞬間でもあった。
　専修大学での生活は目新しいことばかりだった。前嶋先生により大革
命を起こしたスケート部は、4年生は天皇1年生は奴隷的な他の部から
見れば運動部の非常識、よく呼び出され小言を言われたものだった。し
かし、スケート部内で共同生活をする中では頭を使う事が多かった。ス
ケート部の部屋は二段ベッドが3つの6人部屋だった。朝目覚めた時に
先輩が掃除をしている姿を見た時、自分は何をやっているのだろう、明
日からは絶対に先輩に掃除をさせてはいけない、こんな事なら封建的で
も指示を出してもらいマニュアル通りに1年生の仕事があった方が楽だ、
と思った事もあった。
　トレーニングにおいては、今まで日本のスケート界では取り入れた事
も無い練習の数々、常に新しい挑戦に毎日が楽しかった。以前の日本の
スケート界は諸外国の練習内容を取り寄せ2～3年遅れで実施していた。
同じ線路の上で前を行く諸外国の車両を後ろから追いかけても、追い付
く事はできても抜くことはできない、日本が外国の選手に勝つためには
日本独自のレールを新設していく必要がある、日本人にしか出来ない技
術の習得、独自の練習内容の改革が必要だと……前嶋先生は常にそう言
っていた。
　専修大学での1年間が終了し私はある種の確信を得ていた。大学最大
の目標であるインカレでの総合初優勝、全日本スプリント選手権初優勝、
初出場の世界スプリント選手権で総合6位と成績だけは納得のできるシ
ーズンではあった。しかし、成績以外はがっかりする事が多いシーズン
でもあった。それは日本のスケート界のレベルの低さ、にだった。
　シーズン当初の長野合宿では他の大学から、専修大学は先輩後輩の上
下関係も無くし非常識なハッピーチームだから、午前中の選手専用の時
間帯では練習するな、と言われ午後の一般開放の時間で練習した事もあ
った。また、アジア大会の選考会である大会で私は全てのレースで優勝
したにも関わらず選考されず、アジア大会に参加できないという到底納
得いくスケート界ではなかった。
　私は納得のいかない選考の不満を前嶋先生にぶつけたが、前嶋先生は
その時「とにかく勝ち続けよう。誰もが認めざるを得ない強さをつける
しかない」その時言われた言葉で絶対に世界で勝って今のスケート界を
見返してやる、メラメラと心の中に勝負の火がついた事を覚えている。
　2年間で、私だけではなく専修大学の選手達は急激に力を付け日本の
トップを占めるようになった。前嶋先生が言っていた誰もが認める強さ
を得ることができても、前嶋先生のさらに新しいトレーニング方法に挑
戦する姿は変わらなかった。結果、私は大学3年次、1983年世界スプ
リント選手権大会で総合初優勝することが出来た。しかし、この総合優
勝が翌年のサラエボ五輪の結果に連動するとは私は予想もしなかった。
　サラエボ五輪までの1年間の取材攻勢は凄まじいものがあった。ある
日第1体育寮で目を覚ましたら目の前にテレビカメラがあり、取材班の
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スタッフが「黒岩起きたぞ」と、そのままカメラが回り始めることなど
珍しいことではなかった。常にカメラの前で「メダルを取ります。金メ
ダルの自信はあります。」という発言を期待され、オリンピックなのに
第三者的に考えていた。そんな1年間を過ごし1984年2月本番のサラ
エボ空港に着いた時に、このサラエボで金メダルを取るんですね、とい
う記者からの質問に対し、オリンピックの現実に引き戻らされた私はあ
る不安を感じていた。もしかしたらメダルを取れない事だってあるんだ
よな。その不安は見事的中し500M10位と惨敗だった。私も辛かった
が私以上に前嶋先生は苦しんだのではないかと察した。
　サラエボ五輪が終わり、私は専修大学を卒業した。社会人になりスケ
ートで次期オリンピックを狙おうなんていう気持ちには程遠く、今後ス
ケートを続けるか辞めるか悩んでいた。半年後に前嶋先生を訪ね、もう
1度スケートをやりたい気持ちを伝えたがその気持ちはうまく伝わらな
かったようだった。しかし、その時前嶋先生は「そういえば彰と半年間
会わなかったな、話もしなかったな、五輪後、苦しんでいる彰にアドバ
イスを送りたかったが、素直に受け入れられる状態ではなかったんじゃ
ないかな」。私はオリンピックから帰国した時、お世話になった先生方、
職員の方々応援してくれた友達、知りあい誰にも会いたくない状態だっ
た。前嶋先生のその話を聞いた時、そんな状態だった私の気持ちを察し
てくれて、考える時間を与えてくれたと思った。格好よく言えば前嶋先
生の無言の助言を受けたような半年だった。その後私は2年間程海外へ
1人で行くことになった。
　私の最後となるカルガリーオリンピックだが、私はこの大会を最後の
オリンピックと考えていた。前嶋先生も薄々感じていたと思うが、私は
この1年間メダルを追い回すのではなくオリンピックのスタートライン
に着くまで自分の出来る限りの努力をしようと考えていた。そのために
はアルコールも一切口にせず出来る限りの節制をしてきた。カルガリー
オリンピックの500M はくしくも惨敗したサラエボと同じ4組アウトス
タート、抽選会に同席した前嶋先生も複雑な気持ちで私に4組アウトを
伝えたのではないだろうか。
　500M は自己最高で銅メダルを獲得できた。
　各国の選手たちはメダルを獲得した私に、パーッと飲みに行こう、そ
う誘って来たが、私はメダルを取ったから飲みに、とは考えられなかっ
た。サラエボで惨敗しカルガリーでどうにか銅メダルを手中にできたこ
の4年間の事をじっくり思い起してみたかったのだ。いつ頃ともなく前
嶋先生が部屋に来て飲まず食わずで何時間も語り合った貴重な時間を過
ごした事が今でも記憶に残っている。
　前嶋先生と過ごした現役8年間だが、専修大学入学時、意気込みも何
も無い私とスケートを通して世界の舞台へとステージを上げてくれたの
は紛れもなく前嶋先生の挑戦するその気持ちだったと思う。その姿勢は
専修大学のスケートのレベルアップだけでは無く、今日の日本スケート
界の世界進出の根底にあると確信している。我々はスケートに携わって
いる今、さらにその上に新たなステージを築く責任と義務がある事を肝
に銘じておきたい。
　最後に、今の日本スケート界の底辺には前嶋先生の考えがしっかり植
え付けられていると私は思っています。本当に長い間ありがとうござい
ました。そしてお疲れ様でした。
　また時間があったらスケートの会場で前嶋先生の意見を聞かせてくだ
さい。
孤高の指導者・学者
前嶋孝先生から学んだこと
佐藤雅幸（専修大学社会体育研究所所長）
前嶋先生退職に寄せて
　前嶋先生は、孤高を貫き通した。孤高とは、信念や美学に基づいて、
集団に属さず、他者と離れてでも、単独でも己の信じた道を求める者。
私利私欲を求めず他者と妥協することなく「誇り」を重視する姿を意味
する。
　私には、忘れられない言葉が2つある。ひとつ目は、大学院時代の恩
師からの言葉「佐藤！お前には、執念が足りない！」。もうひとつは、
前嶋先生からの言葉「結局、佐藤さんは辞めたんだから、それは本気じ
ゃなかったんだよ！」である。
　日本体育大学大学院で期限付きの助手をしていた私は、教員室の掲示
書類をみつけた。それには「専任講師公募：テニス、卓球……担当可能
な人物：専修大学」と記載されていた。これまで、他の大学への教員公
募の書類は出したことがなかったが、助手の採用期限も満了ということ
や “ テニス実技担当可能な……” の文字があったことで応募する決心を
した。この年は、日本フェドカップテニスチーム宮城黎子監督からの依
頼で、柳昌子、古橋冨美子、井上悦子、岡本久美子、雉牟田明子といっ
た国内トッププロ選手らと共に、二か月間の遠征（アメリカ）に帯同し、
世界のテニスを体感した年でもある。世界のテニスを心に刻んで、「よ
し！自分も、いつかここで戦う選手を育てるのだ！」と決意した年でも
あった。1983年の夏の事である。
　紆余曲折難関を乗り越えて、その冬、専修大学の採用内定通知を頂い
た。すると不思議なもので新聞やテレビで報道される「専修大学」の文
字がどんどん目に入って来るようになった。
　時を同じくして、テレビや新聞ではサラエボオリンピックの報道が連
日過熱し、スピードスケート黒岩彰（専修大学）の名前は誰もが知るま
でになっていた。彼は、世界スプリントヘルシンキ大会で総合優勝した
こともあり、マスコミは、金メダル確実とまで書きたてた。私の愛読書
「トレーニングジャーナル誌（ブックハウス HD）」でも、前嶋先生の
「スポーツ科学を応用したスピードスケートのトレーニング法」の特集
記事が度々企画され、数ヵ月後にお会いできる先生の記事を一言一句、
噛みしめながら読んだ事を覚えている。
　1984年2月、黒岩彰選手と前嶋先生はこれまで長年積み重ねてきた
研究と研鑽の全てを証明するために、サラエボオリンピックに挑戦した。
